











Language Symbol and Meaning 















ンギュラリティ（Singularity / 技術的特異点）」仮説のように、AI が（人間の知
性の延長上に想定されたものだとしたら、）いわば至高神のもつ「絶対知」を















































































































































































































































































































































































































されて始めて意味を持つものなのである。（Merleau, 203-204/290-294, 河野 , 39-
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